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 分 □ドキュメント正誤表 対  
  ■注意事項  M16C/62P グループ 
  □ノウハウ M16C/26 グループ 
 類 □その他 象  
 

１． 注意事項 
 U2C1 レジスタの U2IRS ビットを”1”(送信完了)、U2ERE ビットを”1”(エラー信号出力)とし

て UART2 の特殊モード４（SIM モード）で使用する場合、TE ビットを”1”(送信許可)にし、

U2TBレジスタに送信データを書くと送信割り込み要求が発生します。この現象はリセット後、

特殊モード４（SIM モード）に設定し、１回目にデータを送信するときのみ起こります。 

  U2IRS ビットを”1”、U2ERE ビットを”1”に設定する必要があるのは UART2 の特殊モード

４（SIM モード）で使用するときです。そのため、この現象は UART2 の特殊モード４（SIM

モード）を使用するときのみ起こります。 

 図１に特殊モード４（SIM モード）の送信タイミング例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

M16C/62P グループ、M16C/26 グループ 

UART2 の特殊モード４（SIM モード）を使用するときの注意事項 

図 1. 特殊モード４（SIM モード）の送信タイミング例
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２． 対策 
 UART2 を特殊モード４（SIM モード）で使用する場合、次の対策を行ってください。 

1.  U2IRS ビットを”1”、U2ERE ビットを”1”に設定し、TE ビットを”1”にした後、割り

込み、DMAC を禁止にして、U2TB レジスタに送信データを書き込みます。送信が開

始すると S2TIC レジスタの IR ビットが”1”になりますので IR ビットを”0”にしてくだ

さい。 

その後、送信割り込みや DMA の要求要因を UART2 送信で使用する場合は本来の

割り込み要求が発生するまでに割り込み、DMA を許可にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図２．一回目の割り込み要求をクリアする処理例 

割り込み禁止(a)
DMA禁止(b)

U2TBレジスタにデータ書き込み

SIMモード初期設定

END

送信割り込み
要求ビット

割り込み許可(a)
←０DMA要求ビット  (b)

DMA許可(b)

IR_S2TIC=0

IR_S2TIC = ”0”

IR_S2TIC = ”0”

IR_S2TIC=1

SIM_INIT:
mov.b 01X0X101b,u2mr
mov.b X001XXXXb,u2c0
mov.b 1X01X1X1b,u2c1
mov.b XXXXXXXXb,u2brg

fclr I                       ;(a)
bclr dmae_dm0con     ;(b)
mov.b 00000000b,s2tic

mov.b XXXXXXXXb,u2tb
LOOP:

btst ir_s2tic
jnc LOOP
mov.b #0,s2tic
nop
nop
nop
nop

fset I
mov.b 00000XXXb,s2tic  ;(a)
bclr dmas_dm0con      ;(b)
bset dmae_dm0con      ;(b)

SIM_INIT_END:

０ １ X:  または 

●フローチャート ●プログラム例

ＵＡＲＴ２     関連のレジスタ設定
Ｕ２ＩＲＳ ＝ １     ビット ” ”
Ｕ２ＥＲＥ ＝ １     ビット ” ”

ＴＥ ＝ １  ビット ” ”
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2.  U2IRS ビットを”1”、U2ERE ビットを”1”に設定し、TE ビットを”1”にした後、U2TB

レジスタに送信データを書き込み、一回目に発生した送信割り込みの処理を実行しな

いようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．一回目の割り込み処理を回避する処理例

ＵＡＲＴ２     関連のレジスタ設定
Ｕ２ＩＲＳ ＝ １     ビット ” ”
Ｕ２ＥＲＥ ＝ １     ビット ” ”

ＴＥ ＝ １  ビット ” ”

割り込み許可

U2TBレジスタにデータ書き込み

SIMモード初期設定

END

送信割り込み

割り込み発生回数
？一回目 

割り込み処理

REIT

YES

NO

●フローチャート ●プログラム例

SIM_INIT:
mov.b 01X0X101b,u2mr
mov.b X001XXXXb,u2c0
mov.b 1X01X1X1b,u2c1
mov.b XXX,u2brg
mov.b 00000XXXb,s2tic

bset 0,MEM_FLAG

fset I

mov.b XXXXXXXXb,u2tb
SIM_INIT_END:

０ １ X :  または 

ユーザー定義フラグ
（ ） 割り込み回数判定 

SIM_TINT:
btstc 0,MEM_FLAG
jc SIM_TINT_END

:
:

:
:

SIM_TINT_END:
reit

割り込み処理


